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１．はじめに 

新東名高速道路赤淵川上り線は，県道を跨ぐ西橋と一級河川である赤淵川を跨ぐ東橋からなり，橋長885ｍのPC（6+5）
径間連続波形鋼板ウェブ橋である（図-1 参照）．本橋は全幅員が 17.430ｍと広いことから，リブ付床版が採用された．

本稿は，広幅員床版構造の張出施工における設計上の課題として，（1）「張出床版先端部におけるプレストレスの不足」

と（2）「床版打継目部におけるコンクリートの収縮差」について着目し，それぞれの解決手法ならびに補強方法を報告

するものである． 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

図-1  橋梁一般図 

 

２．張出床版先端部におけるプレストレスの不足に対する検討 
本橋では，図-3 に示すように張出架設用内ケーブル（SWPR7B 12S15.2）（以下，主ケーブル）をウェブ周辺に定着

する．主ケーブルのプレストレスは定着板から伝達されるが，幅員が広いことから，張出床版先端のプレストレスが不

足することが懸念された．そこで，プレストレスの分布を FEM 解析により明確化し，張出床版先端のプレストレス不

足量に対して補強鋼材量を算出した．解析は P3 張出施工部の最も BL 長の短い（4.8ｍ）1～4BL を対象として，モデ

ル化を行った．検討フローを図-2 に示す．検討の結果，主ケーブルのプレストレスの不足量は，主ケーブル緊張位置

から 4.8ｍ離れた位置で 1 本あたり 0.4N/mm2，9.6ｍの位置では 0.1N/mm2となった．それ以降の継目部については均等

にプレストレスが導入され，不足は見られなかった．一方，張出床版先端にケーブルを配置した場合，定着から 4.8ｍ
の位置で床版先端に1本あたり0.65N/mm2の圧縮応力度が導入されることをFEM解析より確認した．そこで本橋では，

1BL あたり最大で 2 本の補強 PC 鋼材（SWPR19L 1S28.6）を配置することにより安全性を確保した（図-3）． 
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３．床版打継目部におけるコンクリートの収縮差に対する検討 

本検討は，広幅員床版構造に対して懸念される張出施工部の新・旧 BL におけるコンクリートの収縮差によって生じ

る引張応力に対して，施工 STEP を追った FEM 解析により補強鋼材量の算出を行い，配置することにより安全性を確

保する．解析モデルは P3 張出施工部 1～7BL 全域とし，材料・打設日・養生条件等は実際の施工条件に即して決定し

た．検討フローを図-4 に示す．検討の結果，旧 BL 側の張出床版先端部に橋軸方向の最大引張応力が 5.7N/mm2残留す

ることが確認された．また，橋軸直角方向については新 BL 側の中間床版部に 3.2N/mm2残留する引張応力が確認され

た．なお，橋軸・直角方向ともに柱頭部に近い BL に対して顕著に引張応力が発生する結果となった（図-5）．補強鋼

材量は，橋軸方向について張出床版先端から 4.3mの範囲に D19～D25 を 125mm ピッチで配置し，橋軸直角方向につい

ては，補強鉄筋径は D25 とした（図-6）． 

４．おわりに 

社会のニーズに応じて，構造物

が高度化する中では，その構造物

の特性に合わせ，新たに発生する

検討項目を明確化し，安全性を確

保することが重要である．今回は，

リブ付き床版を有する波形鋼板

という特徴的な構造について最

適な検討を行った．本橋の設計検

討項目が，今後の同種の橋梁の建

設に対して一助となれば幸いで

ある． 

図-2  検討フロー

主ケーブル緊張により，打継目部の床版先

端に発生する圧縮応力度σc1 を確認 

先端補強ケーブル緊張による圧縮応力度σ

c2 を確認 

設計計算上必要な圧縮応力度σc に対して

下式を満たすように先端補強ケーブル量を

決定する 

σc1＋σc2≧σc 

図-3  補強鋼材配置結果 
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1 対称面

【上床版張出床版先端部】 

橋軸方向に 5.7N/mm2 

の引張応力が発生（Icr=1.1） 

【上床版中間床版部】 

橋軸直角方向に 3.2N/mm2 

の引張応力が発生（Icr=1.0）

【下床版中央部】 

橋軸直角方向に 2.1N/mm2 

の引張応力が発生（Icr=1.2）

図-5  最大主応力コンター図 図-4  検討フロー

解析条件の設定（モデル・材料・境界・打設・養生） 

補強対象範囲の決定（Icr≦1.45 の範囲） 

                   Icr：ひび割れ指数 

補強対象範囲内の引張合力ΣT に対して必要鉄

筋量 Asr※を算出 

    Asr=ΣT/σsa 

    σsa：鉄筋の許容引張応力度（=120N/mm2） 

※：応力が残留する場合は，床版設計に対する必

要鉄筋量との足し合わせを行う 

解析実行 

図-6  補強鋼材配置結果(橋軸直角方向) 
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